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FIAF4 第９戦・第１０戦 AUTOPOLIS

◼ 開催日： ９月７日～８日
◼ 開催場所： AUTOPOLIS
◼ 天候： 晴れ

路面： ドライ
◼ 参加台数：３７台

Team Principal : Masashi Kawaguchi
Secretariat : PECORA INC.
Driver : Iori Kimura
Director : Kenichi Hasegawa
Engineer : Kunihiro Nakai 
Mechanic : Tutomu Achiwa
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前戦の富士大会から約1か月。いよいよシリーズ後半戦の要衝・オートポリス大会を迎えることと
なった2019FIA-F4選手権シリーズ。タイトル争いの面では、佐藤蓮が5勝をあげるなど、独走態勢
になりつつあるが、この九州唯一のオートポリス大会では、各陣営・ドライバーともに様々な経
験値やデータが本州のコースよりは少ないことが予想されるだけに、なかなか展開が読めない週
末となる可能性もある。事実、昨年大会ではそれまで未勝利だった菅波冬悟が、レースウィーク
を席巻したりもし注目されている。そして、FIA-F4としては初のオートポリスでのレースウィーク
を迎える上位陣も多く、太田格之進、三宅淳詞、平良響、野中誠太、木村偉織らは初のFIA-F4での
オートポリス戦となるはず。彼らの闘いぶりにも注目したい。

2019 FIA F4 選手権第９/１０戦オートポリス大会スケジュール

９月５日 ダンロップFIAF4トレーニング (40分×3)

９月６日 OTG FIAF4トレーニング (40分×3)

９月７日 公式予選

FIAF4選手権第９戦決勝 (14 LAPS)

９月８日 FIAF4選手権第１０戦決勝 (14 LAPS)

〚スケジュール〛[SCHEDULE］

F4プライベートテスト

９月５日--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

8月末のテストでは雨と霧で走れる状況ではなく、ぶっつけ本番の状態で挑んだオートポリス大会。
全てで40分3本のセッションがある今日の１本目はコースに慣れることに集中し、ドライビングライン
など色々と試行錯誤しながら走りました。トップとのタイム差はまだまだ大きくドライビングの熟成度
も上げて行かなければいけないのですが、戦闘力のあるマシンにするべくセッティングも色々と変更し
ながら、マシンとドライバー両方のアベレージを上げていくという作業を２本目からは行いました。

始めは、リアタイヤのグリップ感があまり感じられなく、グリップを上げるセッティングをし、
次はそれに伴い、フロントのグリップが不足してしまったので補正でフロントを強化したり、逆にリア
を少しだけ弱めて旋回性能を高めたりと様々なセッティングを試してみました。
しかし、トップとの差は縮まって来てはいるものの、順位は変わらず下位に沈んでおり、
特に車が曲がらないことにより曲がるまで待っている時間や姿勢をコントロールする時間によってロス
をしてしまい、走りでなんとかならないか悩んだ１日となりました。
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OTG FIAF4 トレーニング

FIAF4 オートポリス大会 公式予選
台風13号の大きな影響もなく、曇り空ながらもドライコンディションで迎えた9月7日（土）のFIA-F4選手権第
9戦／第10戦公式予選。やや木〜金曜より湿度の高いものの、早朝から雨の心配はなく、予定通り午前8時05
分から30分間の公式予選がスタートした。各車がタイヤを温めながら計測1周目を終えた段階で、まずは三宅
淳詞が1分55秒018でモニターのトップにつけるが、すぐさま平良響、平木玲次、川合孝汰、木村偉織らが54
秒台のタイムで三宅を上回っていく。ところが、午前8時13分に１台がスポンジバリアにクラッシュ。このた
め、セッションは赤旗となってしまう。この時点の木村の順位は8位、アタックを出来てない上位陣も多く、
次のセッションで更にタイム更新が出来ないとシングルスタートは難しい状況であった。マシンを回収後、
セッションが再開されたのは午前8時22分。セッション延長はなく、午前8時35分まで、残り13分での再開と
なった。セッション再開後木村は２周目にてラップタイム更新、再び８番手につけた。再開３分後再びク
ラッシュにより赤旗中断。そのままのオーダーで予選が終わった。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

昨日の公式練習後で天気や赤旗に翻弄され思うようなデータが取れず、セットアップや自分の走りを
決めきれない中での公式予選となりました。
１回目の赤旗の時点でもタイムは決して悪くなかったのですが、赤旗の合間合間にメカニックさん全員の力
を借りセットアップを変更と本来予選中にはしないセットアップ変更を行いました。
しかし、その賭けが功を奏した結果だと思います。
時間が無い中素早い作業をして頂いたエンジニアとメカニックさんには感謝の気持ちで一杯です。
まだまだマシンに求めたいところは多くあるのですが、エンジニアさんとミーティングを重ね戦略を
練り続く決勝も頑張ります。

２日目の走行である今日は昨日と同様の40分×3となり、通常の金曜日とは変則的なスケジュール。
昨日のテストでは赤旗中断によりほとんどアタック出来ずに終わってしまったので、タイムを出すタイ
ミングやラップタイム向上など含めてテストして行こうとチームとプログラムを組みました。

１本目
開始から雨が降り急遽レインを履いてのセッションとなりました。
ドライのセットアップのままでレインで行ったのでタイムは良くは無かったのですが、マシンの
動きの特性が晴れと似ている感触があったので晴れで試したいセッティングをそのまま行いました。

その結果いい方向性が見えたので２本目で更に伸ばしていこうと考えました。

２本目
１本目とは打って変わり路面はドライ、まずはレインの際に試したセッティングのバランスなどを確認、そ
のままアタックへと挑みました。ベストの周が赤旗となり、順位は15番手、その後10周以上走行を
続けた中、コンマ１も変わらないタイムが出たのでまとめれば順位は上がるだろうという安心感は
ありましたがそれでもトップとの差を詰めるには程遠く、厳しい状況でした。

３本目
２本目の際に試したセットの感触が悪くなく、その変化量を更に大きく振りどのようなバランスになるか、
また新たに見つけたドライビングラインを試しどっちがいいのかデータを取るのを目的に走行しました。
しかし、走り始め２周で雨が降ってしまい、止む無くタイヤをレインに。それにより全くデータが取れず
予選をどのセットアップで行けばいいのか決められない状況で２日目のテストを終える形になりました。
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FIAF4 第９戦 オートポリス大会 [６位 入賞］

ピットウォークが終わった午後1時。FIA-F4選手権第9戦の決勝スタート進行が始まり13周での戦いとなった。
フォーメーションを終え、レッドシグナルがブラックアウトしたのは午後1時19分。上位陣では平木が出遅れ
たものの、その他はまずまずの動き出し。しかし、トップの三宅も動き出しは今ひとつで、僅かに加速で
勝った佐藤蓮が1コーナーでアウトからトップに浮上。三宅、太田、小川、川合と続き、スタートで平木を
オーバーテイクした木村偉織と菅波冬悟がポジション争いを展開した結果、木村が6番手に浮上、それが
オープニングラップのトップ６のオーダーとなった。その後6台に渡って連なる4位争いを繰り広げていたが
レースペースに苦しんだ木村はトップ集団に徐々に離され後続から攻められる展開に。ポールシッターのも
のの2勝目に一歩届かず、三宅は2位。3位には太田が入り、。4位にはこれが自身最高位タイとなる小川が
入り、5位に川合。6位には最後まで攻められ続けたが守り切った木村が入り、この木村を最後まで攻略
出来なかった菅波は7位にという結果となった。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

スタートで上手く行き順位をあげ、その後の詰まった集団の中でも
上手くチャンスを活かしポジションを２つ上げることが出来ました。
その後も前の車に食らいつくことは出来たのですが抜くまでは行かず
むしろタイヤがタレてしまい後ろから攻められる続ける展開でした。
しかし、後ろから煽られるプレッシャーはSRSで身に着けたので
何度かミスをして危ないシーンはありましたがなんとか抑えられました。
明日に向け戦闘力のある車をエンジニアさんと作り上げていきたいです。

FIAF4 第１０戦 オートポリス大会 [５位 入賞］
台風15号が本州に刻一刻と接近する中、まだ9月8日（日）午前のオートポリスにその影響はなく、FIA-F4選手
権第10戦は爽やかな日差しの下、午前9時10分にフォーメーションラップがスタートした。前日の夜に降った
火山灰のためコースは非常に埃っぽいコンディション。前日と同じ13周の決勝の後、どのような結果が待っ
ているのか非常に興味深い一戦となった。午前9時14分、レッドシグナルが消えると各車いっせいにスタート。
ポールの佐藤蓮は好スタートを決め、トップ集団に小川、木村偉織と続く。木村は１コーナーで１台をパス
しポジションを1つ上げるという形になった。その後数周はそのままの隊列となったが小川は苦しい戦いを強
いられ、5周目には木村の先行を許すこととなる。7周目に2コーナー付近でクラッシュ発生。車両がグラベル
とコース上にストップしてしまい、すぐさまセーフティーカーが導入された。セーフティーカーは10周終了
時にコースを離れ、レースは11周目からリスタート。すぐさま上位陣では激しい攻防が繰り広げられた。
佐藤は1秒6差で今季7度目のトップチェッカー。2位に三宅、3位に川合が入ったが、4位に平木が続くものの、
その背後では最終コーナーを立ち上がったところで、太田に木村が並びかけ、並んでフィニッシュラインを
通過。しかし、木村が0.061秒差で太田をかわして5位に滑り込みを果たしフィニッシュする形となった。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

マシンのサブフレームにクラックが見つかり修理しマシンを
改善した甲斐もあり抜きにくいオートポリスで３台抜いての
５位入賞することが出来ました。課題であるレースペースも
クリアし戦闘力のある車が作れたのが
今回の結果に繋がったと思います。
いけるチャンスを全て掴みゲットした５位。
まずはチームや関係者皆様と素直に喜びたいと思います。
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次戦にむけて 反省点・まとめ

今回のオートポリス大会では、前回の富士の反省点を活かし

チーム一同表彰台を目指しレースウィーク中、全力で取り組みました。

公式練習、公式予選、決勝２レースとセッションをこなす毎に

マシンの完成度、ドライビングの完成度が向上し、

開幕戦からずっと課題であったレースペースのある戦闘力の高い

マシンを作るというところをクリアすることが出来ました。

また、レース１レース２共にオーバーテイクするのが難しいと

言われているオートポリスで順位を３つ上げられたのは、

相手がミスをしたりなどラッキーな点もあったのは間違いない

ですが、そのような「小さなチャンスをつかみ順位を上げれた」

この１ステップが大事なのではないのかと感じました。

しかし、公式練習の順位が低すぎる「出だしの悪さ」が

今、チームとドライバー共々の課題だと考えております。

次の菅生大会では、木曜日の走行から予選シミュレーションを行い、

ドライバーとマシンを木曜日のうちに仕上げ公式練習に向け万全な体制に。

そして公式練習ではトップ５、予選では最低でも２列目４位を

目標に優勝争いを繰り広げたいと思います。

これからも応援よろしくお願い致します。

次大会は9月21〜22日のスポーツランドSUGO。
FIAF4シリーズの中でも最も短いサーキットとなる、
短いが故にタイム差も小さく、縮めるのが困難。
またランオフエリアが狭いことによりクラッシュも
起きやすい魔物が潜んでいると伝えられるこのコース。
九州から大きく北上した東北の地でどのようなバトルが
繰り広げられるのか期待したい。
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